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９  7 土 長瀬酒バル
 8 日 長瀬酒バル
・ ・








28 土 アルゼンチン対トンガ 対アイルランド クレアホール・ふせ
29 日
30 月
10  1 火
 2 水
 3 木 ジョージア対フィジー
 4 金

























































Ａ 布施－永和－俊徳道  62
Ｂ 長瀬  33
Ｃ 小阪－八戸ノ里  21
Ｄ 若江岩田－花園－東花園  15
Ｅ 瓢箪山  21
















































回 開催年月日 参加方法 参加店舗数（軒） 店舗の属性
１ 2014年７月４日（金）～６日（日） チラシの持参 10 カウンターのある飲食店のみ
２ 2016年９月10日（土）・11日（日） チラシの持参  ８ カウンターのある飲食店のみ
３ 2017年９月９日（土）・10日（日） チラシの持参 15 カウンターのある飲食店のみ
４ 2018年９月８日（土）・９日（日） チラシの持参 12 カウンターのある飲食店のみ








回 開催年月日 参加方法 参加店舗数（軒） 店舗の属性
１ 2013年３月３日（日） チケット制 48 飲食店のみ
２ 2014年３月16日（日） チケット制 69 多業種
３ 2015年３月15日（日） チケット制 54 多業種
４ 2016年３月13日（日） チケット制 44 多業種
５ 2017年３月12日（日） チケット制 49 多業種
６ 2018年５月26日（土）・27日（日） リストバンド型参加証 34 多業種
７ 2019年10月20日（日） リストバンド型参加証 41 多業種
資料：石原（2019）の表に第７回のガイドマップおよびヒアリングの情報を加えて作成
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2019ラグビーワールドカップ期間中のバルイベントによる地域活性化―東大阪ラグビーバルを事例として―（石原　肇）
（図８）。「長瀬酒バル」の状況について，長瀬酒バル初代実行委員長の網野修一氏によれば，
従前からの開催と同様に，客足は伸びている状況であったとのことである。
　「なのはなバル」は「東大阪ラグビー
バル」の最終日に合わせているが，参加
店舗数は41店舗となっている（表４）。「な
のはなバル」は７回目にあたるが，第６
回に導入したリストバンドによる参加証
方式を踏襲している（図９）。リストバ
ンド参加証は，前売り600円，当日700円
で販売され，「なのはなバル」参加店舗で，
リストバンド参加証を示すことにより
500円でバルメニューを利用できる（写
写真７　「なのはなバル」の本部
資料：2019年10月20日，筆者撮影
図10　「なのはなバル」のバルマップ
資料：なのはなバル実行委員会（2019）より引用
大阪産業大学　人間環境論集19
38
真７）。開催地域は従前の範囲と変化はみられない（図10）。「なのはなバル」の状況につ
いて，前出の前田寛文氏によれば，開催日が2019年10月20日と日曜日であったことから，
夕方までは参加者が多くみられたが，ラグビーワールドカップ2019準々決勝の日本対南ア
フリカの試合が始まる前あたりから，客足は激減してしまったとのことであった。
４　「東大阪ラグビーバル」実現の要因と今後の課題
　本稿では，ラグビーワールドカップ2019日本大会の開催に合わせて「ラグビーのまち」
東大阪市で行われた「東大阪ラグビーバル」の開催に至る経過や開催状況をみてきた。こ
れらから以下のことがいえよう。
　第１に，東大阪市において市内全域で「東大阪ラグビーバル」を開催できたのは，これ
まで「布施えびすバル」「なのはなバル」「長瀬酒バル」といった個々の地域でバルイベン
トを継続開催してきたことで，「東大阪ラグビーバル」を実施する基盤ができていたと考
えられる。通常は別々の運営方法でバルイベントを実施しているが，関係者間で調整し，
統一の方法がとられた。また，実質的な
事務局機能を「なのはなバル」の前田寛
文氏が担ったことが大きいと考えられ
る。
　第２に，ラグビーワールドカップ2019
の試合を観に来た滞在期間の短い市外か
らの来訪者には「東大阪ラグビーバル」
の開催自体が十分浸透していなかったと
思われる点がある。花園ラグビー場の最
寄り駅である近鉄奈良線の東花園駅界隈
で「東大阪ラグビーバル」に参画した店
舗は極めて少ない（写真８）。このため，東大阪市内の他のエリアに立ち寄る機会がなけ
れば，「東大阪ラグビーバル」の開催が気付かれにくい。一方，東大阪市民にとっては，
約40日間という「東大阪ラグビーバル」の開催期間に参加飲食店を利用できる機会があり，
利用価値があったと思われる。
　第３に，東大阪市の市域面積が広く，近鉄奈良線沿線の地域とそれ以外の地域では，「東
大阪ラグビーバル」の利用者に差異があったことが，今後の課題としてあげられているこ
とである。これは，花園ラグビー場との行き来のしやすさが影響している可能性がある。
写真８　花園ラグビー場近辺の「東大阪ラグビー
バル」の参加店舗
資料：2019年10月13日，筆者撮影
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2019ラグビーワールドカップ期間中のバルイベントによる地域活性化―東大阪ラグビーバルを事例として―（石原　肇）
　2019年11月２日，ラグビーワールドカップ2019は南アフリカ共和国が３度目の優勝に輝
き閉幕した。その後，日本ではラグビーワールドカップ2019の12開催都市を拠点としたプ
ロリーグ発足の構想や，再び日本にラグビーワールドカップを誘致する話題などが報道さ
れている。今後また花園ラグビー場を舞台としたメガスポーツイベントが開催される可能
性もある。
　今回の「東大阪ラグビーバル」の開催は，今後改善すべき課題は当然あるものの，ラグ
ビーワールドカップというメガスポーツイベントの開催に合わせてバルイベントという地
域活性化策を市内全域で実施したことそのものに意義があり，これは市内の個々の地域で
のバルイベント開催からでは得られない市内全域でのバルイベントの取組みという新たな
実績といえよう。また，今回の実施により市内全域での参加飲食店の横の繋がりが形成さ
れる契機ともなっている。このことは，バルイベントのみならず，今後，市内全域という
広域での地域活性化策を展開する上で参考となる取組みであったといえよう。さらに，
2020年に開催される国際的メガスポーツイベントである東京オリンピック開催に係る都市
における地域でのイベントの取組み等の参考にもなるであろう。
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